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観光旅行者のホスピタリティ認知
計測に関する研究

～アニメ聖地巡礼ノートの分析から～

日本ホスピタリティ・マネジメント研究学会第１８会全国大会
於：東洋大学白山第2キャンパス

北海道大学大学院
国際広報メディア・観光学院
観光創造専攻博士後期課程

岡本健



背景

①現代社会は交通網の整備、情報化、などにより自由に
旅行ができる状態が整っている。

②中でも2007年時点で20代～40代の男性、20代の女性に
は、旅行の情報源としてインターネットの検索サイトを
用いる割合が高い(岡本 2009a)。

③欲しい情報を手にいれ、自分で旅行をデザインし、地
域を訪れるようになる。

④その帰結として、旅行者が地域に様々な価値観を持
ち込んでおり、地域側がそれを把握することが難しい
状況が現出する可能性が出てくる。

⑤旅行者が現地でどういった気持ちを抱くのかを把握
することは観光をマネジメントする上で重要。



目的

ホスピタリティ認知概念を用

いて、旅行者が旅行中の経

験からどのような気持ちを

抱いているのかを明らかに

する。



方法

ホスピタリティ認知概念を分析枠組みとし、

アニメ聖地巡礼ノートをテキストマイニング
を用いて分析する

目的の達成



方法 分析枠組み
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
認
知
概
念
（岡
本
２
０
０
９
ｂ
）

「ホスピタリティ研究における分析枠組みに関する一考察」『HOSPITALITY』16, pp.129-136.



方法

12月 １月 合計
ノートＡ 35 67 102
ノートB 34 116 150
合計 69 183 252

具体的な手続き

アニメ聖地巡礼ノート

聖地である鷲宮神社
の隣、大酉茶屋に置
かれている

旅のノートの一種

2冊（ノートA、ノートB）
同時に置かれていた

Tiny Text Miner（松村・三浦
2009）テキストマイニングの
形態素解析を行う

ノートのコメント数



結果

語 品詞
品詞細分
類

１２月Ａ １２月Ｂ １月Ａ １月Ｂ 合計

来る 動詞 自立 30 35 28 68 161
する 動詞 自立 13 16 23 33 85
らき☆すた キーワード キーワード 12 8 21 31 72
思う 動詞 自立 5 10 8 20 43
良い 形容詞 自立 10 6 5 13 34
ある 動詞 自立 5 4 6 19 34
なる 動詞 自立 4 4 5 16 29
美味しい 形容詞 自立 4 2 7 16 29
かがみ キーワード キーワード 2 2 9 14 27
ここ 名詞 代名詞 5 5 4 11 25
こなた キーワード キーワード 4 1 9 10 24
町 名詞 一般 7 3 3 8 21
明ける 動詞 自立 0 0 7 14 21
ストラップ キーワード キーワード 9 7 1 3 20
鷲宮 名詞 固有名詞 4 6 3 6 19
そば 名詞 一般 1 2 3 11 17
人 名詞 一般 4 2 1 10 17

出力結果（一部）



結果

キーワード

らき☆すた かがみ こなた ストラップ つかさ 俺の嫁 コミケ orz

72 27 24 20 11 11 10 6

形容詞

良い 美味しい 凄い 多い 美味い 遠い

47 29 17 8 6 6

動詞

来る する 思う ある なる 明ける 出来る 見る 食べる やって来る

161 85 43 34 29 21 21 17 14 13

来れる 行く 訪れる やる 書く 知る いる 入る 買う 歩く

12 9 9 9 8 8 8 7 7 6

作る 言う あきる 願う 感じる ふる 寄る 帰る 売る

6 6 6 5 5 5 5 5 5



結果

複合名詞

鷲宮神社 聖地巡礼 鷲宮町 大酉茶屋

13 10 9 6

名詞

ここ 町 鷲宮 そば 人 初詣 年 ファン 最高 アニメ

25 21 19 17 17 14 14 13 12 12
聖地 私 イベント 神社 店 びっくり 絵馬 帰り 一緒 残念

11 11 10 10 10 10 9 9 8 8
皆さん 雰囲気 参拝 美味 これ 自分 茶屋 何 地元 巡礼

8 8 8 7 7 7 7 7 7 7
お参り ぜんざい 俺 いつ 皆様 参上 僕 うどん 友達 完売

6 6 6 6 6 6 6 5 5 5
それ 絵 友人 静か 仕事 有名 Ｐ．Ｓ 最後 次 あと

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
東京 場所

5 5



考察

★「らき☆すた」{72}が、最も多い

★キャラクターは「かがみ」{27}「こなた」{24}「つか
さ」{11} →「みゆき」は検出されず。

★形容詞や名詞の中で明らかにプラスの言葉は
「良い」{47}「美味しい」{29}「美味い」{6}「美味」{7}

★形容詞や名詞の中で明らかにマイナスの言葉
は「残念」{8}と「orz」{6}

→ 元データを見ると、「ストラップ」{20}を「買い」
{7}に「来た」{161}が、「売っ」{5}ていなくて（「完
売」{5}していて）「残念」{8}だった「orz」{6}という
使われ方

{  }内の数字は出現数



今後の課題

• 係り受け解析を行い、語同士の関連を考察。

→何が「良い」のか？ 「雰囲気」がどうなのか？

• クラスター分析を行い、回答傾向を分類。

→回答傾向はあるか？あるとしたらどのように分類
できるか？

• 起こった事実との関連。

→コミケなど、事実と記述の関連付けを行い、アニメ
聖地巡礼者の行動や感想を詳細に分析。
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